
大阪河﨑リハビリテーション大学大学院  リハビリテーション研究科  修士課程

【日時・場所】2022年 8月 21日 (日 ) 11時 00分～12時 00分【日時・場所】2022年 8月 21日 (日 ) 11時 00分～12時 00分

※事前申し込み必要

〒597-0104 大阪府貝塚市水間１５８番地
TEL： 072-446-6700（代表）

H  P：  https://www.kawasakigakuen.ac.jp
e-mail ： daigakuin@kawasakigakuen.ac.jp

FAX： 072-446-6767大阪河﨑リハビリテーション大学大学院
リハビリテーション研究科　リハビリテーション学専攻
●運動機能科学領域　●生活行為科学領域　●コミュニケーション科学領域

学校法人 河﨑学園

※ 1月7日 (土 )は、14 時から臨床実習指導者会議を開催します。

Zoomでも参加可能！

●スケジュール

① 大学院概要 説明

② 選抜試験 説明

③ 個別相談 （希望者のみ）

④ 研究科棟 案内 （対面形式参加者のみ）

大 学 院 説 明 会大 学 院 説 明 会

　右記のQRコードを読み取り、申込フォームから
必要事項を入力して参加申し込みをしてください。
　申込み受付後、オンラインでの参加ご希望の方は、
ご登録いただいたメールアドレスに Zoom ID とパス
コードをお送りします。
また、別途、個別での対応を希望する方は、電話または下記の e-mail
アドレスまでお問い合わせください。

※視聴の際は Zoomアカウント（無料）が必要です。

2023年 1月 7 日 (土 ) 12時 30分～13時 30分2023年 1月 7 日 (土 ) 12時 30分～13時 30分



リハビリテーション研究科
（修士課程）

大阪河﨑リハビリテーション大学 大学院

専門分野・領域・授業科目 リハビリテーション学、認知予備力

運動機能科学領域

運動機能リハビリテーション学特論/演習

運動機能科学特別研究

生活行為科学領域

生活行為リハビリテーション学特論/演習

生活行為科学特別研究

コミュニケーション科学領域

コミュニケーションリハビリテーション学特論/演習

コミュニケーション科学特別研究

授
業
科
目

領
域

〒597-0104 大阪府貝塚市水間 158 番地
https://www.kawasakigakuen.ac.jp/
072-446-6700( 代表）

（Graduate School of Rehabilitation）
リハビリテーション研究科研究科名

（Master Course of Rehabilitation）
リハビリテーション学専攻専  攻  名

修士（リハビリテーション学）
（Master of Rehabilitation）

取得学位

定　　員 修業年限 入学定員 収容定員

２年 ８名 １６名

修了要件 計 32 単位以上取得 + 修士論文の審査及び最終試験に合格すること

計 1,790,000

学　　費
学年 入学金

授業料
前期 後期

教育充実費
年間

合計（年額）

1,045,000
745,000

145,000
145,000

300,000
300,000

300,000
300,000

300,000
－

１年次
２年次

入試区分 合格発表日

10 月 14 日 ( 金 )

3 月 17 日（金）

9 月 29 日（木）

3 月 2 日（木）

本学

本学

9 月 11 日（日）

2 月 23 日（木・祝）

2022 年 8 月 25 日 ( 木 ) ～
　9 月 5 日 ( 月 ) 15 時まで
2023 年 2 月 1 日 ( 水 ) ～
　2 月 16 日 ( 木 ) 15 時まで

前期

後期

出願期間
※出願書類の提出は

WEB 出願登録期間最終日の消印有効
試験日 試験

会場
入学手続期間

（締切日）

選抜試験日程
・一般選抜
・社会人選抜

研究科概要

設置趣旨 教育目標 地域保健・医療・福祉の課題を解決するための地域リハビリテーションシステムの構築や人
材教育を推進するリーダーとしての役割を担えるリハビリテーション専門職を育成します。

①

② 認知症の人と家族に対する最適のリハビリテーション・サービスを提供するために、リハビ
リテーション学における高度な知識と技術を有し、チーム医療のキーパーソンとして他の
医療専門職と連携・協働して活躍することができる高度実践リハビリテーション専門職を
育成します。

③ リハビリテーションの効果を高めうる認知機能を理解し、それを活用できるリハビリテー
ション専門職を育成することのできる教育者及びリハビリテーション学の発展に貢献でき
る研究者を育成します。


